
都心幹線の設定について
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【中央前橋ライン】（前橋駅～中央前橋駅～県庁北）

・朝・夕ピーク時は上電のへの接続を意識した
ダイヤとする

・日中（10～15時台） 15分間隔のパターン
ダイヤ化

県庁（県庁北）～前橋公園

・本町ライン・中央前橋ラインの一部の
便を、県庁から先を前橋公園行きとし
て運行

・朝・夕ピーク時は現行程度の本数を確
保

・日中オフピーク4本/時間程度の運行
を想定

前橋女子高校

前橋駅～けやきウォーク

・朝・夕ピーク時は現行程度の本数を確
保

・日中オフピーク（10～15時台）
毎時4本の運行
・本町ラインまたは中央前橋ラインに直
通運行とする

【本町ライン】（前橋駅～本町～県庁）

・朝・夕のピーク時は現行と同等の本数
を確保

・日中オフピーク時は10分間隔の運行と
する

【凡 例】

広域幹線（鉄道）
広域幹線（バス）
都心幹線バス（中央前橋ライン）
都心幹線バス（本町ライン） 一部便は玉村方面直通

一部便は高崎方面直通

一部便は高崎・
榛東・吉岡方面直通

一部便は敷島公園
方面直通

【再編の考え方】
①本町ライン

・朝・夕のピーク時は前橋駅でＪＲ
と5～10分程度で接続

・日中オフピークは10分間隔

②中央前橋ライン

・朝・夕のピーク時は上電との接続
を取りやすいダイヤ設定

・日中オフピークは15分間隔

・一部を本町ラインから本路線経由
に変更

※朝・夕のピーク時：始発～10時頃、16時頃～終車

※日中オフピーク：10時頃～16時頃

資料４
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【再編案の検討】
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前橋女子高校

【凡 例】

広域幹線（鉄道）
広域幹線（バス）

都心幹線バス（中央前橋ライン）
都心幹線バス（本町ライン）

一部便は玉村・伊勢崎方面直通

一部便は高崎方面直通

一部便は高崎・
吉岡方面直通

一部便は敷島公園
方面直通

一部便は高崎・
榛東方面直通

概ね
1便/時間

日中
15分間隔

中央前橋ライン

※前橋駅～立川町通
～県庁前を経由

する系統

本町・中央
前橋ラインから
4便/時間程度
を直通運行

けやきウォーク
前橋方面

日中
最大25分
間隔

日中
最大10分
間隔※県庁方面行き

前橋駅発時刻

本町ライン

本町・中央
前橋ラインから
4便/時間程度
を直通運行

前橋公園方面

一部は東大室
方面等へ直通
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【課題】
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市内バス路線全体の課題
・運賃施策（乗継割引等）
・運転手不足
・収支率向上



都心幹線設定の課題

①立川町通りの渋滞解消
慢性的な渋滞により、新たに設定する

都心幹線バス（中央前橋ライン）の速達性、
定時性の確保が懸念される

千代田町三丁目交差点改良検討
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左折レーンと直進レーンの
分離等の改良案を検討

【現況】 国道17号

国道17号

左折車両が横断歩道を渡る
歩行者待ち等により渋滞



都心幹線設定の課題

②中央前橋駅のターミナル化

・都心幹線設定による本数増加

・バス停の統合

・観光バス発着場の整備

駅前広場の再整備
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バス停（現況）



都心幹線設定の課題

③本町二丁目交差点の改良
・定時性、速達性の確保
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【現況】

自動車交通と公共交通（バス）・歩行者・自転車の交錯により、前橋駅から
中心商店街、中央前橋駅間が、回遊しにくい状況

・自動車交通・・渋滞
・公共交通・・・速達性、定時性低下

（前橋駅～中央前橋駅まで10分以上かかることも）

・歩行者・・・・歩道橋により回遊性が低下

（あまり通りたくない場所となっている）

・自転車・・・・進行方向が限られ、拠点間の移動が不便

（あまり通りたくない場所となっている）
三俣駅歩行者・自転車

・公共交通軸

自動車交通軸

R17

県庁 中央前橋駅

JR前橋駅

R50

R17

歩行者・自転車・公共交通軸と
自動車交通が集中



都心幹線設定の課題

③本町二丁目交差点の改良
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【改良後・効果】

自動車交通と歩行者・自転車・公共交通軸の分離

・渋滞解消、歩行者・自転車の回遊性向上
（→スムーズで通りたくなる交差点）

・公共交通の速達性・定時性の確保
（前橋駅～中央前橋駅まで5分程度）

・公共交通専用（優先）レーン、
新交通システム導入空間の確保

新たに導入する都心幹線（バス）
→ 公共交通利便性とまちなか回遊性も向上

上泉駅

R17

県庁
中央前橋駅

JR前橋駅

R50

R17

歩行者・自転車・公共交通軸と自動車交
通が分離、双方がシームレスに通行可能

歩行者・自転車
・公共交通軸

自動車交通軸



都心幹線設定の課題

④けやきウォーク敷地内バス停の利便性向上

・都心幹線設定による本数増加

・点在するバス停
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現在の出入口

バス停

敷地内等へのバス停の統合

及び右折出入の検討


